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6月定例会 結 果 ○＝賛成・同意 　●＝反対・不同意

議案等に対する各議員の態度

種類／番号

※同＝同意　諮＝諮問　議＝議案　陳＝陳情

件　　　　　　 　　　　　名

人権擁護委員の推薦について諮 第１号 ◎

同 意

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

不 採 択

不 採 択

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

第2回 臨時会 結 果 ○＝賛成・同意 　●＝反対・不同意

監査委員の選任について同 第 4 号 同 意 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯

◯

◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯

監査委員の選任について同 第５号

財産の無償貸付について議第４６号

高浜市都市公園条例の一部改正について議第４７号

高浜市介護保険・介護予防の総合的な実施及び推
進に関する条例の一部改正について議第４８号

高浜市立幼稚園授業料徴収条例の一部改正につ
いて議第４９号

平成２７年度高浜市一般会計補正予算（第１回）議第５０号

平成２７年度高浜市介護保険特別会計補正予算
（第１回）議第５１号

憲法をいかして働く者の権利を守り、住民生活の
向上を求める陳情陳 第１号

憲法をいかして働く者の権利を守り、住民生活の
向上、核兵器のない平和な世界を求める陳情陳 第２号

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

※幸前信雄議員は、議長職のため表決権はありません。結果欄の「◎」は「異議のない旨答申」です。
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岡
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憲
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一般質問は、定例会で議員が議案に関係なく市政全般についての市の方針をただ
すものです。なお、掲載文は質問議員本人の原稿によるもので、各議員の質問と
当局の答弁の要旨は次のとおりです。

の
ここが聞きたい!!

の
ここが聞きたい!!
一 般 質 問
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「
財
政
改
革
」
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
見
て
、
何
を
改
革
す
る
の

か
わ
か
り
や
す
く
「
見
え
る
化
」
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

　
　

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
今
後
の
歳
出
削
減
に

向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
「
事
業
費

削
減
計
画
（
案
）
」
を
お
示
し
し
て

い
く
。
具
体
的
に
は
平
成
28
年
２
月

を
目
途
に
策
定
す
る
20
年
間
の
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
合
わ

せ
た
「
長
期
財
政
計
画
」
に
盛
り
込

む
予
定
。

　
　

今
回
の
計
画
は
、
具
体
的
な
目

標
、
手
段
、
工
程
を
明
示
し
、
具
体

的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
計
画
策
定
を

期
待
す
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

具
体
的
な
事
業
、
項
目
に
つ
い

て
、
見
直
し
の
検
討
時
期
や
実
施
時

期
、
削
減
額
等
を
明
確
に
お
示
し
し

て
い
く
。
今
回
の
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
、「
長
期
財
政
計

画
」
、「
事
業
費
削
減
計
画
」
の
策

定
そ
の
も
の
が
、
選
択
と
事
業
の
重

点
化
の
「
見
え
る
化
」
と
捉
え
て
い

る
。

　
　

こ
れ
ら
の
計
画
の
策
定
の
み
が

「
見
え
る
化
」
と
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
策
定
の
過
程
や
計
画
の
実
効
性

も
こ
れ
か
ら
は
非
常
に
問
わ
れ
て
く

る
。
具
体
的
な
改
革
目
標
を
定
め
て
、

取
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
進

捗
状
況
を
し
っ
か
り
と
「
見
え
る

化
」
し
、
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」

を
着
実
に
回
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
具
体
的
か
つ
実
効

性
の
あ
る
計
画
策
定
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
先
を
予
測
す
る
こ
と
が

大
変
困
難
な
こ
の
時
代
、
国
等
で
も

「
長
期
財
政
計
画
」
は
総
じ
て
10
年

で
あ
る
。
始
め
か
ら
20
年
に
設
定
す

る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
10
年
と
し
、

随
時
、
不
断
の
見
直
し
、
充
実
を
図

っ
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。
20
年
間
も

の
長
い
間
、
計
画
の
実
効
性
を
伴
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

非
常
に
難
度
の
高
い
計
画
で
あ
る
。

あ
え
て
20
年
と
し
、
実
効
性
の
あ
る

計
画
が
策
定
で
き
る
か
疑
問
を
持
つ

が
、
い
か
が
か
。

　
　

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
の
計
画
期
間
20
年
と
整
合
性
を

図
る
と
い
う
こ
と
。
実
効
性
に
つ
い

て
は
、
長
期
の
計
画
と
な
る
の
で
、

「
社
会
経
済
状
況
の
変
化
」
、
あ
る

い
は
「
行
政
環
境
の
変
化
」
に
応
じ

て
の
見
直
し
を
適
宜
行
っ
て
い
く
予
定
。

　
　

総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て

　
　

新
教
育
長
を
任
命
し
た
自
治
体

は
、
本
年
４
月
末
現
在
で
１
，
７
１

８
市
町
村
の
う
ち
２
７
5
市
町
村
で

全
体
の
16
・
０
％
で
す
。
西
三
河
９

市
で
は
新
教
育
長
を
任
命
し
た
市
は

碧
南
市
、
豊
田
市
、
知
立
市
及
び
本

市
の
４
市
あ
り
、
44
・
４
％
と
な
り
、

比
較
的
早
く
新
た
な
教
育
委
員
会
制

度
へ
の
移
行
に
取
り
組
ん
で
い
る
地

域
で
あ
る
。

　

総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て
は
、
地

方
教
育
行
政
法
に
よ
り
設
置
を
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
市
長
が
召
集

し
、
参
加
者
は
構
成
員
で
あ
る
市
長
、

教
育
長
及
び
教
育
委
員
の
ほ
か
、
関

係
者
と
し
て
副
市
長
。
議
題
を
「
高

浜
市
総
合
教
育
会
議
設
置
要
綱
に
つ

い
て
」
及
び
「
教
育
に
関
す
る
大
綱

策
定
方
針
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
５

月
７
日
に
第
１
回
を
開
催
し
た
。

大
綱
の
策
定
方
針
に
関
し
て
は
、

各
校
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
町
内

会
、
子
ど
も
会
、
お
や
じ
の
会
な
ど

の
地
域
の
人
々
や
、
各
種
団
体
の

方
々
と
連
携
し
、
教
育
環
境
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
現
状
を
考

え
、
今
後
も
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
記
述
を

教
育
大
綱
に
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と

が
検
討
さ
れ
た
。
６
月
４
日
の
第
２

回
で
は
、
具
体
的
に
高
浜
市
教
育
大

綱
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

　
　

教
育
大
綱
策
定
に
つ
い
て

　
　

大
綱
の
位
置
づ
け
の
考
え
方
は
、

本
市
の
今
ま
で
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

総
合
計
画
の
基
本
計
画
の
目
標

（
４
）
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
を
深
め
、
12
年
間
の
学
び
や
育
ち

を
つ
な
げ
ま
す
」
を
大
綱
に
据
え
て

い
く
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
く
、
現
在
総

合
教
育
会
議
に
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
い
じ
め
・
不
登
校
に
関
す
る

記
述
も
追
加
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

大
綱
の
期
間
は
、
総
合
計
画
の
基

本
計
画
の
期
間
と
あ
わ
せ
、
基
本
計

画
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
大
綱
も
見

直
し
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

　

大
綱
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
現
在
慎
重
に
議
論
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
が
、
順
調
に
推
移
し
た
想
定

で
は
、
７
月
９
日
に
第
３
回
を
開
催

し
、
そ
こ
で
大
綱
案
が
ま
と
ま
っ
た

場
合
、
８
月
中
旬
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
、
10
月
の
第

４
回
の
教
育
総
合
会
議
に
て
、
大
綱

の
策
定
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

長谷川 広昌 議員

浅岡 保夫 議員
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財
政
改
革
に
つ
い
て

新
教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て




